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本論文の構成は， (1)中井家帳合の概要(第 1 章~第 3 章)， (2) 中井家帳合の簿記技術史的内容(第
4 章~第 6 章第 2 節)， (3) 中井家帳合の本質ー簿記史司経営史としての実質的内容ー(第 6 章第 3
節~第 7 章)となっているロ本論文を通読してわれわれは次の諸点に筆者の主張とその特色を求める
ことができると思う口
第ーに，筆者は支店の店卸目録(年度決算報告書)を中心とする中井家の帳簿史料を検討して，大
福帳の総勘定元帳的用法，照合検印による取引の複記および店卸下書による複式決算の構造を簿記技
術史からみた中井家帳合の本質の一つで、あると指摘している o すなわち日常の記帳には大福帳を含む
多数の帳簿に毛筆縦書で正数・負数を並記する素朴な記帳技術が採用されているが，照合印によって
取引の複記がまもられているので，店卸下書において整頓し直し，店卸目録にまとめることによって
複式決算の構成が行なわれる。そしてこの店卸目録の前半が貸借対照表，後半が損益計算に相当する
総勘定の部と損徳の部とに分れ，双方が同ーの損益額を算出するという仕組みになっている。
? ?
第二に，筆者は中井家帳合の本質を構成するものとして，その本支店会計法の形式・内容を詳細に
解明している D 仙台店グループの店卸目録によると，中井家の帳合における本支店会計法は，本・支
店勘定という連結勘定を用いた分割元帳による分割会計制度である点に形式的特色をもっているが，
その合併決算法においては今日の方法と異なる変則的簡便法が用いられている。その結果作成される
合併決算報告書はあたかも本店のみが単独に行なった部門決算で、あるかのごとき観を呈するが，支店
徳用(利益)を含むことによって，実質的には合併決算になっているのである口
第三に，筆者は支店の遠隔管理が中井家の帳合法を発達させた原動力であるという事実を指摘して
いる。支店網の形成による商法は近江商人の定石である D 中井家はその好例であって一種のゴンヅエ
ノレ γ的性格を招来している。その管理統制手段として，複式決算の構造をもった本支店会計法のほか
に，分権組織の半面としての成果分割計算と，その集中管理方法としての決算報告~合併決算法とい
う純粋に管理会計的方向への前進がとられている口そしてこのことがさらに「望性金」と称する持分
権を意味する資本勘定， r利足」と称する特殊な経営管理基準，管理者刺戟給などによる支店の業績
管理制度と相侯って，中井家の帳合をその実質的内容においても非常に特色のあるものとしている。
なおその際筆者はおよそ11項目にのぼる支店管理の基準があったことを確認している口
第四に，筆者は簿記史の立場から中井家の帳合が西洋式簿記法・中国固有簿記法の影響をともにう
けていないわが国固有の簿記法であると主張している口その理由は影響を論証する資料がない上に，
固有の商業資本が形成された江戸中期には，固有の帳合法が自らの要求に応じて成立したという想定
も十分に論拠があるからである。すなわち中井家の帳合は経営管理上の要求から発達した内部計算制
度であって，近江商人の間で発達した諸帳合の中でも比較的早期に発達したわが国固有の簿記法の一
典型である点にその重要性が存するというのである口
第五に，筆者は経営史の立場から中井家の帳合法に関する研究が重要であることを指摘している。
中井家は江戸中期以降の日本商業史を彩る巨花である。その簿記法を明らかにすることは，中井家経
営の歴史をさらに詳細に，かつ厳密に解明するにあたって不可欠の条件である o 中井家の帳合は本支
店会計法のほかに損益計算と資本計算の二成果計算をもっている複式決算法であることをその本質と
している。そしてこの資本計算的成果の計算があることは，中井家の場合，その出発点において他人
資本が多く，共同事業と支店網による経営方式が持分とか正味身代を確定する必要があったことによ
るものである。すなわち当時すでに商人は資本を意識する段階に達しており，中井家の望性金概念は
その絶対の証左であると考えられた口このことは企業実体観の確立を意味するが，ほかにも支店の業
績に関する分権管理と集中管理，刺戟給による給与制度，従業員持歩制に裏付けられた徒弟制度など
その帳合法の研究を通して明らかになった中井家の経営の特質が経営史の研究上重要な意義をもって
いることは事実である。
われわれは，本論文における筆者の主張と思われる点をいくつかあげた。要するに， 1 世紀半に
わたる中井家の大福帳と支店の店卸目録を検算し，誤算のあるときはその原因を追求しながら，その
複式決算の構造を確認するとともに支店群の経営管理・能率向上をはかるための管理会計的特色を明
らかにした筆者の研究態度，記帳技術を含む簿記史と経済史学界における経営史を総合した研究方
法，はじめて総合的・体系的にまとめられたわが国固有の簿記法に関する史的研究として，日本会計
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研究学会賞をうけた筆者の研究成果，いずれも立派な業績を裏付けるものである D もちろん筆者の研
究もまだ完成されたものではない。たとえば外国の簿記法，他家の帳合法などの関連における中井家
の帳合法の起源論的研究と比較論的研究は将来の課題にされているし，経営史の立場からする研究の
成果にもなお不充分であると思われるところもあるD しかし，このことは本論文の価値を少しもそこ
なうものではない。というのはそれ自体が学界においてもまだ定説のない共通の課題であるからであ
る。
審査の結論として，本論文は筆者に経済学博士の学位を授与するのに十分な価値をもつものである
と判定する D
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